
Ⅰ 本書の問題意識と特徴

２０世紀末に入って，財・サービス・資本に対する

市場の国際的統合が顕著になり，そのことが各国の

社会に根付いた既存の地域経済のあり方を激しく変

えようとする圧力を与えている。このグローバリゼ

ーションがもたらす発展途上国への圧力の諸相を財・

サービス，アイデア，資本の３つの側面において記

述し，それに対する処方箋を批判的に展開しようと

するのが本書である。用いられる方法は，既存文献・

資料の読み込みに基づいた批判であり，それはケイ

ンズが“National Self-sufficiency"論文で示唆したよ

うに，�一国を各国との深い関わりから解き放とう
と試みる者たちは，時間をかけ慎重に物事を進めな

ければならない。根をすべて引き剥がすのではなく，

植物を別の方向にゆっくりと育てていく�ひとつの
貴重な企てと理解することができる［Keynes１９３３］。

真摯な議論を目標として，市民社会の側からグロー

バリゼーションを批判的に考察しようとする人々に

とって本書は重要な道標となりテキストとなること

であろう。各章の構成は次のとおりである。

序 章 本書の課題と構成

第Ⅰ部 WTO体制と発展途上国

第１章 WTO体制と発展途上国――南北問題

観の歴史的転換――

第２章 ドーハの意味――WTO第４回閣僚会

議――

第Ⅱ部 ネオリベラル改革とラテンアメリカ

第３章 債務危機・通貨危機とラテンアメリカ

第４章 経済社会開発モデルとしてのネオリベ

ラリズムの意味――メキシコを事例と

して――

第Ⅲ部 国際金融システムと発展途上国の通貨危

機

第５章 国際金融システム改革論の行方

第６章 資本移動の規制論

第７章 開発金融と投機的資本――いわゆるト

ービン税をめぐって――

Ⅱ 各章の内容

第Ⅰ部では，財・サービスを対象とする国際的取

り決めであるWTO体制について批判的に議論する。

第１章では，詳細な戦後貿易問題の理解をもとに，

南北問題を軸にすえて，WTO体制とは従来の南北

問題観を抹消した，発展途上国にとって構造的に不

利な，平板な国際市場を想定していると批判する。

その一方で，先進国は１９世紀後半には存在した労働

移動の自由を認めず，貿易やサービス，資本の自由

化を強く主張するというダブル・スタンダードが存

在すると批判する。このため発展途上国は GATT

体制で保持していた政策手段を失ったと議論してい

る。第２章では，２００１年末にカタールのドーハで開

かれた第４回WTO閣僚会議が発展途上国にとって

どのような意味をもったのか，その結果を逐一検討

しながら分析している。著者は，発展途上国にとっ

ての大きな成果として喧伝された公衆衛生における

加盟国独自の制度を確立する権利についても，その

過大評価を強く戒めている。しかし，ドーハでは発

展途上国と NGOの共同行動として改善が見られ，

今後のための学習機会となるという意味で小さな希

望を与えたと評価している。また，WTOの不透明

性と民主主義の欠如は正統性の危機を引き起こして

いると指摘する。

第Ⅱ部では，アイデアとしての�ネオリベラリズ
ム�（新自由主義）の問題を，その先駆的採用地域
であるラテンアメリカ，特にメキシコを事例として

批判的に検討する。第３章では，ラテンアメリカの

主要国（アルゼンチン，メキシコ，ブラジル，ペル

吾郷健二著

�グローバリゼーションと
発展途上国�

コモンズ ２００３年 iv＋２９７ページ

ひさ まつ よし あき

久 松 佳 彰

�アジア経済�XLV―３（２００４．３）

書 評

77



ー）についてネオリベラル的な改革を跡付け，通貨

危機や経済停滞に至るまでの足跡を明らかにし，そ

れらはネオリベラリズムが引き起こした問題である

と指摘する。さらに，戦後からの開発の５０年は発展

途上国において自尊心の危機をもたらしたと喝破す

る。第４章では，メキシコ経済に即して，１９８２年の

債務問題から９４年の通貨危機までの経済政策と経済

の足取りを歴史的に叙述している。その中で，マク

ロ政策として採用された固定為替レート制での為替

レート・アンカーを用いたインフレーション安定化

政策の継続が，次第に為替レートの過大評価を引き

起こしたことによって，同時に実施された貿易自由

化が輸出増大をもたらすことを阻止し，その代わり

に資本自由化がもたらした資本流入が最終的に通貨

危機を引き起こしたことを議論している。これを，

著者はネオリベラル構造改革の内的矛盾と欠陥であ

ると評価している。さらに，ネオリベラリズムは必

然的に国際競争力の上昇を求めるために，労働権へ

の攻撃が伴うと議論し，貧困の解消と分配の平等化

を最優先課題としたオルターナティブをスケッチし

ている。

第Ⅲ部では，国際資本をめぐる現況のシステムに

ついて，通貨危機後の様々な改革案，特にトービン

税に代表される資本規制に焦点を合わせながら，批

判的に検討している。第５章では，現行国際金融シ

ステムに対する，通貨危機後の様々な改革案と改革

の現状を検討している。著者の検討によれば，市場

への直接の対峙を避けた改革案の現状は，マイナー

なシステム矯正策になっているという。現存システ

ムは抜本的改革に踏み込む自浄能力を喪失している

と指摘する。第６章では，資本移動についての検討

を行っている。まず，資本自由化の論理を批判的に

検討し，これに代えて資本移動規制の論理を展開し，

その実践であるチリとマレーシアの具体例を紹介し，

資本移動規制の必要性とその効果を議論している。

資本規制は万能ではないが，巨額の資金が瞬時に移

動するグローバル資本主義において自立性を維持す

る重要な手段であると評価する。第７章では，国際

金融取引に課税するトービン税について検討を行っ

ている。すべての国際金融取引に税を課すトービン

税は短期取引への抑制効果を持つと考えられる。著

者は，トービン税には技術的実行可能性があり，政

治的な意思があれば，十分に採用の余地があると議

論している。

本書を通じての著者の立場は，現行のグローバリ

ゼーションは不可避的なものではなく，人為的かつ

偏向的なものであるため，市民社会からの議論と行

動によって主体的に改善案を実行していくことがで

きる，というものである。

Ⅲ 若干のコメント

本書は紹介したように広範なトピックを取り扱っ

ている。ここでは，次の３点についてコメントを行

う。まず，第Ⅰ部のWTOについては，発展途上国

と先進国との南北問題という著者の問題設定が市民

社会からの戦略として，どこまで有用なのかに疑問

が残る。南北問題という設定からは，先進国におい

て伝統ある農業を守るためにピケをはる農民と先進

国における保護主義削減によって恩恵を受ける発展

途上国の農民は，商業的な先進国の大規模農業企業

に対してのみ一時的共闘を結ぶことができるからで

ある。専門的な知識を持った市民社会が国際経済の

意思決定に参画するという著者の観点に沿う原理と

は，南北問題という設定よりも，第Ⅱ部で著者が提

唱する�国民自身の創意�，�私・公・共のバランス�，
�自尊心を基盤にした発展�のほうが適切ではなか
ろうか。これらを別の言葉で言い換えるならば，競

争原理と下部機構優先原則（subsidiarity principle）

とコミュニケーション・パワーの３つを上手に組み

合わせて働かせる営みとも解釈できる［岩田２００３，

序章］。競争原理とは，非効率性を駆逐するという

従来からの強調点よりも，有用な知識を獲得し交換

するというハイエク的なプロセスとして理解するの

がよいだろう。下部機構優先原則とは，民主主義に

おいて規制を決定する権限は当該規制の対象となる

国民や消費者に近いことが望ましい，という政治原

則である。コミュニケーション・パワーは，妥当性

の基準をもとに規範化された行動を生み出すであろ

う。著者がしばしば賛同を示すベロー（Walden F.
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Bello）の活動や著者自身の NGOとの関わりも，コ

ミュニケーション・パワーを通じて，理性的に問題

を解決することを模索する営みのように思われる。

そう考えると，著者の貢献は，本書における多くの

論点の提出という作業だけではなく，論点から実践

への道を市民社会に示していることにもあると思わ

れる。本書はすでに２００３年９月のメキシコ・カンク

ンにおける第５回WTO閣僚会議で示された発展途

上国の団結を透視していた。

第Ⅱ部は�ネオリベラリズム�のラテンアメリカ
における実験の評価であるが，これまでに Kuczyn-

ski and Williamson（２００３）を代表としていくつか

の研究が公刊されている。諸研究に対して本書の特

徴は，近年の通貨危機について，金融自由化・資本

自由化を遂行することにより，一国経済の管理を外

国投資家の気まぐれに委ねたことが原因であると断

ずるところにある。その白眉は，メキシコを事例と

しての�ネオリベラリズム�批判である。著者の議
論によれば，インフレ抑制のマクロ政策は必然的に

為替レートの過大評価をもたらし，貿易自由化によ

る輸出振興の貿易政策と矛盾する。この矛盾を解決

するための資本自由化が最終的に通貨危機をもたら

すと論ずる。また，外向戦略を貿易自由化と混同し，

貿易自由化は資源の未利用をもたらしたという。本

書の方向性はロドリック［Rodrik２００３］の言うよ

うな，開発戦略を単なるひとつの処方箋と捉えるの

ではなく，所有権保護，市場ベースの競争，適切な

インセンティブ，健全な貨幣供給，という経済原則

を，その地域特有の機会と制約に即した適切な制度

設計に生かしていく営みと捉える視点に繋がるもの

であろう。著者が重視する国民の暮らしの向上のた

めには，（フォーマルな）雇用と貧困問題の解決が

重要であると考えられるが，投資とフォーマルな雇

用が結びついていることを考えると，投資が起こる

ような制度設計，例えばエネルギー部門への資金を

持ったアクターの参入が必要であろう。また，貧困

問題には教育を通じた人的資源のアップグレードが

最重要課題である。そのような論点を含めた開発戦

略との連携が本書からも可能であると考える。

第Ⅲ部について評者は，発展途上国の資本自由化

における大きな論点のひとつは資本流入がなぜ起こ

るかという点にあらためて着目することであると考

える。一方で，それまで資本流入を阻害していた発

展途上国は一般に資本希少国であるという理由によ

り，資本の限界生産性が高いことが予想される。他

方で，過大な資本流入が起きれば為替レートが増価

し，それは貿易財部門を損ない債務問題（貿易黒字

の割引現在価値が債務の名目残高を下回ると推測さ

れる）を招くことになる。この２つの力のバランス

をとるために国際資本市場が制度として準備してい

るのが�カントリー・リスク�評価である。ところ
が，資本自由化を前にした発展途上国の政権担当者

には，�カントリー・リスク�を低く示すことによ
って短期的に資本流入を大きくしたいというインセ

ンティブが働く可能性がある。また，国際資本市場

の担い手である国際的な証券会社や銀行においても，

そのようなインセンティブが働く可能性がある。特

に経済学を勉強した人間ほど，経済のどの部分を

�化粧�して魅力的に見せるかという技術を熟知し
ているかもしれない。そう考えれば，著者のように

資本流入を止める手段の考察だけでなく，その担い

手である発展途上国の政権担当者，ひいては統治

（ガバナンス）についての理解も重要であろう。こ

の点については，社会学者の貢献が重要であり，メ

キシコについてはバッブの貴重な研究がある［Babb

２００１］。

自由化がもたらす制度と経済の相互関係に対する

最近の研究の成果として，競争と開放によって促さ

れ，腐敗削減，官僚制の効率化，契約履行の適切化

などの統治や制度的環境の整備が試行錯誤により次

第に深まるということが指摘されてきた［Rajan and

Zingales２００３］。この意味では，その速度と手法に

は各国なりの方法があるといえども，金融自由化の

方向は重要であると言えよう。いわば，サーキット

において各種の車が走っている状況で，一律に第三

者がすべての車輪に砂を撒いてブレーキをかけるよ

りも，より脆弱な車輪を持った車の運転手が自分の

車輪に自主的に砂を撒いてブレーキをかけていくよ

うなインセンティブ体系を作っていくことが望まし

いと考える。
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評者が議論した点を含めて，本書は，�支配的意
見�に対して市民社会が論争を挑みかけるうえでの
数多くの論点を提出したテキストと位置づけること

ができよう。極度に専門化された議論の中に隠され

た既得権益集団的な意見を，第三者からの真摯な疑

義によってあらわにしていくための格好の導き手と

なろう。著者が実際に行っているような�支配的意
見�との積極的な対話を維持していくことにより新
しい知識の発見と交換が可能になり，市民社会の貢

献の機会もさらに増すのではないだろうか。

文献リスト

〈日本語文献〉

岩田一政編２００３．�日本の通商政策とWTO�日本経済

新聞社．

〈英語文献〉

Babb, Sarah２001. Managing Mexico. Princeton: Princeton

University Press.

Keynes, John M. 1933. “National Self-sufficiency.” In The

Collected Writings of John Maynard Keynes, XXI. Cam-

bridge: Macmillan.

Kuczynski, Pedro-Pablo and John Williamson eds. 2003.

After the Washington Consensus: Restarting Growth and

Reform in Latin America. Washington, D.C.: Institute

for International Economics.

Rajan, Raghuram G. and Luigi Zingales 2003. Saving Capi-

talism from the Capitalists: Unleashing the Power of

Financial Markets to Create Wealth and Spread Oppor-

tunity. New York: Crown Business.

Rodrik, Dani ed. 2003. In Search of Prosperity: Analytic Nar-

ratives on Economic Growth. Princeton: Princeton Uni-

versity Press.

（東洋大学国際地域学部助教授）

書 評

80


